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気 軽なあなたの相談役
～ 民 生委員 ・児 童 委員 ～

民生委員・児童委員は、厚生大臣
から委嘱され、活躍しているボラン
ティアです。
「気軽なまちの相談役」として、

皆さんの悩みや相談ごとに応じてい
ます。個人のプライバシーは守られ
ますので、お困りの時はご相談くだ
さい。きっと、よいアドバイスをし
てくれるはずです。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

ま
ず
相
談
を

民
生
委
員
・
児
童
曇
員
の
仕
事
は
、

困
っ
て
い
る
方
の
問
顎
聨
決
の
お
手
伝

い
童
気
"
にと
な
ど
で
す
。
高
齢
者
、

ひ
こ
り
親
家
庭
、
育
児
や
健
箏
な
ど
皆
J
{

ん
の
悩
み
の
相
談
に
の
り
ホ
す
。
民

生
耆
輯
・
邯
罵
委
員
は
、
福
祉
の
専
門

的
知
識
を
も
っ
て
、
問
題
解
決
に
あ
た
n

汞
T
。
近
所
の
頼
れ
る
相
談
相
手
と

し
て
、
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
方
の

生
活
上
の
相
談
に
応
じ
ま
す

民
生
委
員
は
、
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
の

芳
に
。
施
設
や
各
種
埀

屁
ど

の
福
祉
施
策
の
紹
介
受
付
い
ネ
歹
。「
一

人
暮
ら
し
な
の
で
生
活
に
不
安
が
あ

る
」、「
夫
が
、
ね
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
い
介
護
が
大
客
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
に
つ
い
て
知
n
た
い
」
な
と

福
祉
に
関
す
る
相
談
は
お
任
せ
ぐ
だ
さ

い
。

子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

民
生
香
貝
は
、児
蓖
委
貝
も
蒹
ね
て

い
李
y
。児
重
署
員
の
仕
事
は
、相
当

区
域
内
の
瓜
薑
、妊
産
婦
、ひ
と
り
親
家

庭
の
様
々
な
相
談
に
の
る
y
に蔘
な
ど
で

す
。
洒

右
だ
も
の
健
余

流
長
を
顯

つ
て
、色
々
な
唇
勣
意
忖
つ
て
い
ネ
す
。

ま
た
、昨
年
L
白
‥
か
ら
害
悟
竃
委

員
制
度
が
蔀
だ
」屎
し
た
。主
任
一
璽

香
員
と
は
、児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項

を
専
門
的
に
狠
U
、区
域
の
担
当
児

竜
S
貝
に
協
力
し
刄
i
t
l
嘔
夛
。

子ども達の健やかな成長を
願って活動し ています

あ
な
た
の
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
?

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
自
宅
に

は
、玄
関
に
門
標
が
つ
い
て
い
ま
す
(写

輿
左
)
。こ
れ
が
、
民
生
委
員
・
児
童

香
員
の
目
印
。
な
お
、
自
分
の
地
区
の

蛆
槊
嵐
生
委
員
・
醤

譽
貝
が
分
か

ら
な
い
と
邑
眺
生
係
ま
で
、
お
問
い

‘一お
せ
ぐ
だ
さ
い
。

民生委員記章

民生委員・児童委員・主任児童委員の主な活動内容
最新号ができました

ビデオ広報貸し出し中!
映像で まちの話題や出来事を紹介しているビ

デオ広報。
ぜひご覧ください。
。「ひろ かる出会い
～祖祉ボランティアの人々～」
ガ イドヘルパー、給食、朗読など 様々な場で
活躍するボランティアとその窓口である社会福
祉協議会の紹介
・r ニユーススケッチあ だちJ N 囗25
A- Fest aN とんがりぼうしカ ーニ バル、都市

農業 公園オ ープンなど。
江戸和竿 小宮政一さんの紹介

賞し出し場所= 情報公開課( =F 住本庁舎・中央
本町庁舎) 、各図● 館 問先= 千 住本庁舎・広
報課映像相当
03882 ―1111㈹

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹
ま
で

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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平成7年 度上半期
財

政状況を
公

表

します

区では、区の財政の実態を皆

さんに正しく理解していただく

ために、財政状況を年2 回、6

月と12 月に公表しています。今

回は、平成7 年 度上半期の執行

状況等についてお知らせします

( 図 表は平成7 年9 月30 日 現在

のものです) 。

平
成
7
年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
巡
回
―
T

ム
ヘ
ル
}
昼
1

ビ
ス
事

巣
開
始

▽
高
齢
者
忠
笛
鯒
調
査
実
施

▽
鋸
南
自
然
の
冢
開
設

▽
山
中
湖
林
間
学
園
C
愡
蔆

▽
緊
急
災
害
対
策
(
瞿
め
込
み
式
り
卜

イ
レ
設
置
、
救
出
用
資
機
材
配
備

等
)

▽
中
小
企
業
一
般
融
資

吊
小
企
業
活

件
死
黄
金
の
設
置
)

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
予
算
課

(
3
8
8
2
)
1
1

㈹

山
中
湖

林
間
学
園

鋸
南

自
然
の
家

平成7 年度各会計予算執行状況

区有財産の状況

一時借入金

7年度上半期( 4月
1日～9月30日) に
は、借入はありませ

んでした。

区民1 人当たりの
区民税負担額と区支出額

特別区債の現在高
区の應設、道路、公国などの大規模な黄設事業等には、一時的に

多観の財源か必要になります。その財濛補充のため区か長期にわ

たって借り入れた賢金の状況です。

〈一般会計分〉

〈用地特別会計分 〉

12月11日～20日
年末交通安全キャンペーン

今回の重点課題

1.高齢者と若者の交通事故防止
2.シートベルトの着用の徹底

歩
行
中
の
事
故
が

増
え
て
い
ま
す

1
0
月
3
1
日
現
在
、
都
内
で
は
y
で
に

3
4
1
人
の
方
が
I
葷
故
で
こ
ぐ
な
っ
て

い
李
y
。
昨
年
同
時
期
に
比
べ
若
干
減

少
し
て
い
患
か
、
区
内
で
は
2
3
人
も

の
方
が
亡
ぐ
な
っ
て
お
り
、
昨
年
同
時

期
に
比
べ
、
プ
フ
ス
"
夭
怠
(
幅
に
増

加
し
て
い
毒
y
。
死
亡
事
故
を
見
る
と
、

歩
行
中―
人
、
二
輪
車
乗
車
中
町
人
、

自
転
車
乗
用
中
t
大
、
四
輪
車
乗
率
中
t

大
と
な
っ
て
い
て
ご
霓
吊
の
事
故

が
目
立
っ
て
い
廖
y
。

歩
行
中
の
死
亡
事
故
の
原
因
は
、
信

号
無
視
、
横
断
禁
止
場
所
や
横
断
歩
遭

以
外
で
の
横
断
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
自
分
本

位
な
行
励
が
ぼ
接
死
亡
事
故
に
結
び
つ

い
て
い
ホ
y
。

歩
行
者
は
、
た
と
え
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
て
優
先
権
が
あ
る
場
合
で

も
。
い
っ
た
ん
事
故
に
一
凡
ぱ
、
二
輪

車
や
四
輪
車
に
比
べ
て
よ
り
多
く
の
被

謇
蓴
吁
、
最
思
の
珊
合
は
死
亡
に
蚤

す
。
道
路
盒
變
y
籥
ほ
、
信
号
が
青

で
も
i
£
岩
の
安
全
を
厦
杯
望
C

よ
う
。
ま
た
、
遭
路
の
右
側
を
歩
い
て

い
'
9
と
き
で
も
、
な
る
£
周
囲
の
9
全

を
確
認
し
‘
`
し
ょ
う
。

年
末
に
か
け
て

事
故
が
多
く
な
り
ま
す

例
年
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
交

通
事
故
は
増
加
し
豕
す
。
昨
年
は
U
月
1
2

月
の
I

角
で
口
人
も
の
方
が
亡
ぐ

な
り
F
‥
だ
。

交
通
事
随
蛭
じ
て
肪
人
事
で
は
あ
2

番
刄
。
全
国
で
F
年
間
に
1
万
人

以
上
の
方
が
f
y
、な
っ
て
い
ホ
T
。
交

通
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
2
C

よ
う
。

▽
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
ま
し
よ

う
▽
夜
間
は
反
射
材
1

謂

し
ま
し
よ
う

問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
交
通
安
全
係
S
(
3
8
8
0
)
5
9
7
9

千
住
警
察
署
・
交
通
課

(
3
8
7
9
)
y

西
新
井
警
察
署
・
交
通
課

(
3只χ
0
2
)
y

綾
瀬
警
察一
・
交
通
課

(
3
6
2
0
)
y

第
4
回
都
市
型
工
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

(

足
立
区
・
荒
川
区

板
橋
区
・
北
区

)

受
発
注
情
報
交
換
会
を
行
い
ま
す

受
発
注
、
技
術
、
販
充
等
の
情
報
を

交
歸
じ
、
企
業
間
の
交
唇
″深
め
る
情

報
交
換
会
を
開
催
じ
ま
す
。

日
時
=
8

年
1
月
9
日
(
金
)
、
午
後
且
堽
芬

卜
1
時
3
0分

場
所
ト
ホ
テ
ル
ラ
ン
グ

ウ
ッ
ド
ー
階
原
日
I
陬
麝
南
口
前
)

定
員
=
剳
社
程
度
会
s
H
よ
6
千

円
猴
込
)
吩
?
電
話
裘
ほ
F

A
x
で
予
約
(
必一
社
名
、
所
在
地
、
参

加
人
数
、
電
話
、F
A
x
番
号
、
担
当

者
武
谿
ら
せ
く
が
き
い
)

期
限
卩
W

砧
甘

※
予
約
さ
れ
た
方
に
は
振

込
先
等
の
ご
案
内
夲
荒
川
区
商
工
振
興

騨
か
急
鼻
多
に
¥
ヂ

申
・
問
先
川

中
央
本
町
庁
舎
・
巓
粟
振
興
課

(
3
8
a
u
)
5
1
9
1

足
立
都
市
活
性
化
セ
ン
タ
ー

(
5
2
4
4
)
7
3
」き

F
A
X
(
3
{
{
7
0
}
5
{
i
g

昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
(
足
立
区
)

◎ 12月は、固定資産税・都市計画税第3 期分の納期です。 《足 立 都税 事務 所 》
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が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査(無

料
で
す
)

□
消
化
器
か
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
孚
(
腸
が
ん
検
鑿
霪
付

い
毒
す
。対
象
H
3
5
歳
以
上
の
区
民

期
限
日
よ
月
に
受
診
を
希
單
冨
ゆ
万
は

1
2
月
2
0
日
※
胃
を
切
除
し
た
方
、胃

の
訶
気
で
治
療
中
の
方
、妊
紲
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
愚
尤
□

夊
性
の
か
ん
検
診

乳
が
へ
子
宮
が
ん
Q
早
期
発
見
に

役
立
ち
豕
y
。対
象
乱
畿
以
上
の

女
性
区
民

場
所
H
区
内
実
施
医
療
機

関

受
診
日
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
医
療
機
関
と
相
談
の
上
受
診

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、尿
、必
要
に
応
じ
て
心
電
図

の
検
査
な
ど
受
付
い
、心
臓
、肝
臓
、

じ
ん
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、高
血
圧
、

高
脂
皿
症
等
に
つ
い
て
調
ベ
ネ
y
。内

容
の
芫
実
し
た
健
診
で
す
。

対
象
H
4
0

歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
5
年
4
月
1
日

以
降
隼
畧
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
H

区
内
実
施
医
療
機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
ラ
リ
ガ

ナ
)
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番
号
、検

磬
翆
叨
記
。受
診
罘
と
案
内
を
お
送

り
し
豕
歹
(
過
去
1
年
以
内
に
区
の
同

種
の
検
謦
寡
ひ
た
方
膝
覆
車
y
)

※
消
化
器
が
ん
検
診
は

、
表
1

の
日
程

か
ら
検
診
日

、場
町
(
第
輿

碯

ま
で
)

も
明
記

申
・
問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・

保
健
予
防
係

〒
川一
千
住
1
1
4
1
1
8
　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

表1　 消化器がん検診日程

講 演会

子
ど
も
の
ぜ
ん
息
を

成
人
に
移
行
さ
せ
な
い
た
め
に

日
時
凵
1
弖
…
甘
(
水
)
、
午
後
2
時～
t

時

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ

ど
石
科
学
館

対
象
=
1
5歳
未
満
の
ぜ

ん
息
児
黔
痔
つ
保
護
者

内
容
H
孑
と

も
の
ぜ
ん
息
の
大
半
は
治
る
奩
彩
れ

て
い
ホ
f
か
、
大
人
に
な
っ
て
も
治
ら

な
い
方
も
い
祟
歹
。
ぜ
ん
息
を
成
人
ま

で
移
騷
谷
な
い
牛
席
上
の
ポ
イ
ン
ト

を
学
び
ま
す

講
師
卜
向
山
徳
子
氏

(同
愛
記
念
病
院
小
枩
麓
一長
)

定

員
H
8
0人
(
先
着
順
)

費
用
凵
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
公
害
補
償
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1

㈹

戦
没
者
等
の
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

満
州
事
変
以
後
、
軍
人
・
軍
属
・
準

軍
属
と
し
て
、
戦
闘
公
務
に
よ
り
戦
死

ま
た
は
そ
9

き

の
傷
病
が
原
因
で
死
{

し
き

れ
た
方
の
遺
族
で

、
W
{に
該
当
す

る
方
は
、
特
別
弔
慰
金
が
請
求
で
膏
汞

す
。

対
象
H
7

年
4
月
1

日
現
在
、

遺
族
内
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

の
受
給
者
が
い
な
い
方
で
、
戦
没
者
死

亡
当
時
の
三
親
等
内
遺
族

翫

の
う

ち
、
法
で

定
め
る
先
單
矼
者

支
給
金

額
=
4
0
万
円
(
1
0
年
億

恵
国
債
)

期

限
凵
1
0
年
1

月
3
1
日
(

注
)
・・・
戦
没

者
戸
巫

計
を
兵
に
し
て
い
た
こ
と
が
条

件
お

茗

場
合
が
あ
n
ま
ヂ

。
く
わ
し

ぐ
は
お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先

卜
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

(
"
8
8
2
)

―

―
―
㈹

工
業
統
計
調
査

に
ご
協
力
を

1
2
月
3
1
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査

を
行
い
ネ
歹
。
こ
の
調
杏
ほ
工
業
の
実

態
一
明
ら
か
に
し
、
そ
の
結
果
を
国
の

行
政
施
策
の
蚤
嚮
資
料
と
し
樂
y
。
調

査
の
対
象
と
な
る
亊
″所
に
は
1
2月
中

旬
か
ら
1
月
中
旬
ま
で
の
間
に
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
夲
お
願
い

し
ま
ず
。

対
象
卜
製
造
業
に
属
す
る

す
べ
て
の
事
業
所

問
先
卜
統
計
係
　
(
3
6
n
5
)
6
3
9
1

12 月 2 2 日は

ゆず 湯

子供と 高 齢者 の 方には

銭湯無 料
開 放

12月22日(金)は、子供( 12歳以下)

と高齢者065歳以上) の方図X 内の

銭湯に無料で入浴できます。番台で

年齢を告げ てください 匪明書はい

りません) O ゆずの香りいっぱい

のお風呂 がお待ちしています。

問先= 千住本庁舎・健康管理課

3882- 1111㈹

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
L
事
業
、
―
カ
月

間
再
掲
載
不
可

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
ウ
ィ
ン
ド
ク
ル
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
5

周
年
配
念
コ
ン
サ
ー
ト
1
2
月
2
4
日

亘
、
午
後
U
時
開
場
・
L
鶚
芬
開

演
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
/
ス
ラ
ブ
行
進
曲
ほ
か
/
無
料

/
野
呂
魯
(
3
8
9
6
)
～
1
1

☆
作
品
展
第
1
回
『
障
害
者
の
喜
び
』

1
月
7
日
百
)
～
1
4
日
亘
、午

前
1
0
時
～
午
後
1
時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
/
油
絵
・
水
彩
画
・
俳
句
・
短
歌
・

自
由
駭
な
ど
/
無
料
/
峯

(
3
9
2
)
8
2
4

☆
第
4
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
1

月
1
1・
2
5ほ
2

月
8
・
2
2・
習

い

ず
れ
も
木
曜
日
)
、
午
後
1
時
3
0分
～
&

時
3
0分
/
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館
/
1
6

歳
以
上
の
区
民

初
心
者
歓
迎
)
/
5
0
0

円
/
卜
ぽ
き
用
運
動
鬆

参
/
区

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

=
募
集
=

☆
太
極
拳
同
好
会
(
紅
河
)
毎
罩
土

曜
日
、午
前
1
0
時
～
以
唱
芬
/
佐
野

セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

瀰
円
/
見
学
も
ご
っ
ぞ
/
横
山

(
3
6
0
6
)
4
2
7
9

☆
保
塚
話
し
方
サ
ー
ク
ル
第
1
・
3

火
曜
日
、
午
後
7
時
巧
分
～
9
時
巧
分

/
保
筱
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月

額
1
千
円
/
初
心
者
大
歓
迎
/
津
田
　
(
3
8

只
5
)
7
5
4
8

掲
示
板

□
「第
1
8
回
親
子
雪
の
つ
ど
い
」ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

身
体
に
障
害
の
萱
李
供
た
ち
の
そ

n
遊
び
の
お
苹
伝
い
を
し
て
ぐ
だ
さ
る

方
を
募
集
し
毒
y
。期
日
卜
1
月
a

日
王
)
・
2
8
日
目
)
場
所
日
足
立

区
日
光
林
間
学
園
費
用
卜
1
万
円
　

(
交
通
費
、宿
泊
費
、食
事
代
)
期

限
儿
肯
s
日
申
・
問
先
卜
都
・
城

北
養
護
学
校
(
扣
当

長
野
)

(
3
8
Qχ
j
)
7
2
7
1

□
都
・
大
谷
田
更
生
館
(
身
体
障
害
者

授
産
施
設
)
入
所
者
募
集

対
象
=
身
体
障
害
者
手
帳
を
痔
つ
女
性

壼
甼
(
員
=
i
r
x
(程度

入
所
期
間
卜

原
則
と
し
て
2
年

延
長
可
)

作
業

内
容
H
ミ
シ
ン
縫
製
、
簡
易
作
業

申

込
受
付
H
随
時

申
・
問
先
卜
都
・
大

谷
田
更
生
館
(
大
谷
田
1
1
4
4
1
3
)
　
(
3
6
0
5
)
3
7
a

ま
た
は
、
最
寄
り
の
福
祉
事
務
所
へ

□
「法
律
扶
助
の
日
」娶
忌
無
料
法
律

相
談

日
時
卜
1
月
2
0
日
王
)
、午
前
1
0
時
I

午
後
1
時
場
所
H
都
内
1
8
0
力
所
の
法

律
事
務
所
申
込
卜
―
月
1
8
E
(
木
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
t
時
に
電
話
予
約

▽
予
約
先
　
‘
(
3
5
9
3
)
9
6
9
9

問
先
卜
法
律
扶
助
協
会
恵
示
支
部
事
務

‘
(
3
『
χ
り
o
』
2
只
5
1
□

・
乏
川
マ
リ
ー
ナ
保
管
艇
募
集

対
象
H
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
所
有
ま
た

は
購
入
予
定
の
個
人
ま
た
ほ
法
人

場

所
卜
川
口
市
弥
平
―
丁
目
地
先

募
集

数
卜
旧
隻
(
予
定
)

※
費
用
等
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
卜
(
財
)
埼
玉
県
河
川
公
社

蒲
和
市

高
砂
1
1
1
3
1
3

衛
生
会
館
内
)

酋
0
4
8
(
～
2
)
5
8
3
8

王
・

日
曜
日
啻
除
く
)

□
「
障
害
児
保
育
・
治
療
教
育
」
学
生

募
集
(
正
課
生
・
聴
講
生
)

内
容
卜
夜
間
2
年
課
程

寝
業
は
月
・

火
・
木
・
金
曜
日
)

募
集
開
始
H
1

月
8
日

間
先
日
う
め
だ
・
鳶
け
ぼ
の

治
療
教
育
職
員
養
成
所

〒
1
2
3梅田
7
1
1
9
-
2
3

(
3
8
8
9
T
7
0
0
「
月
」
金
の

午
後
1
時
～
&
時
)

F
A
X
(
3
8
8
9
)
1
7
9
5

□
1
月
4
日
か
ら
軽
自
助
車
(
三
・
四

輪
)

の
申
請
手
続
・
検
査
に
つ
い
て
の

テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
す

案
内
項
目
は
、
名
義
変
更
、
住
所
変

更
、
廃
車
の
手
続
き
、
再
交
付
、
番
号

変
更
、
検
査
の
手
続
き
等
4
6
項
目
で

す
。
ご
家
庭
の
電
話
や
F
A
X

で
2
4
時

間
'
に
}利
用
で
耋
}
ヂ

。「
サ
ー
ビ
ス
コ

ー

ド
夲
ご

っ
ぞ
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
後
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
ぐ
だ
さ
い

。
案
内
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
ま
す
の
で

、
聞
膏
た

い
コ
ー
ド
番
朞
を
順
次
選
蚤

左

が
出

来
求
す
。

▽
案
内
電
話
(
F
A
X

も

同
じ
)
　
(
3
4
7
2
)
5

ひ
5
1
　
　
　

雇

自
動
車
検
査
協
会
)

□
国
有
地
の
売
り
払
い

入
札
予
定
物
件
凵
保
筱
町
い
1
1
一
-
8
・
:

跏
・
0
9
㎡
/

亞

暃
3
1
2
3
-
4

…
4
9
1

・
7
8
㎡

※
く
わ

に‥
'く
は
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い

問
先
=

関
東
財
務
局

管
財
第
1

部
直
轄
財
産
第
4

課

(
3
9
1
2
)
7
4
2
1

□
あ
な
た
も
ア
ジ
ア
の
教
育
里
親
に
　

能
力
が
高
く
て
も
学
業
を
途

中
で
断

念
じ
な
け
n

算
沢
な

い
現
地
の
子
供

の
た
め
に
、
教
音
里
親
と
し
て
年
間
3

万
6

千
円
の
教
育
援
護
を
し
て
く
だ
さ

る
方
夲
求

め
て
い
求
T

。
案
内
書
を
お

送
p

し
ま
す
。

問
先
H
C
.
P
.
I
.

教
育
文
化
交
流
推
進
委
員
会
(

外
務

省
の
補
助
金
指
定
団
体
)

0
4
2
2
(
4
9
)
3
8
8

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
な
い
公
平
な
採
用
選
考
…
(
3
)

今
回
は
前
回
に
引
き
続
責
公
平
な

採
用
選
考
査
せ
7
た
め
に
、
雇
用
者
は

採
用
選
考
の
際
、
ど
9
5
な
こ
と
に

注
意
し
て
慕
集
す
べ
忝
か
に
つ
い
て
考

え
て
い
膏
汞
y
。

(選
考
基
準
・
選
考
方
法
)

～
し
て
は
学

科
試
験
・
身
体
検
査
・
面
接
・
適
性
検

杳
な
ど
い
ろ
い
'
{あ
旦
手
か
、
一
つ

の
方
法
り
堺

遭
犀
夛
、
総
合
的
な

評
価
童
灸
必
要
が
あ
り
汞
歹
。

こ
れ
ら
の
方
法
の
い
ず
れ
で
も
、
人

事
相
当
者
は
過
去
の
慣
習
や
経
験
の
み

に
と
台
p
れ
ず
、
応
募
者
の
基
本
的
人

～

蝦
冫

特
に
、
学
科
・
面
接
に
お
い
て
、
出

身
地
・
家
族
の
職
業
・
収
入
こ
霰
・

墨
溽
某
等
を
亊
か
せ
た
ひ
闃
き
出
す

こ
こ
は
、
本
人
の
資
質
・
能
力
に
関
係

の
な
い
'
と
を
禰
断
基
準
に
す
る
こ
と

に
な
り
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
侵

害
t
9
し
と
に
な
ひ
豕
y
。

ま
た
、採
否
の
決
定
に
関
し
、住
居
・

家
庭
環
境
・
牛
活
状
侶
洒
卷
調
べ
る

身
元
調
査
は
、
職
業
選
択
の
自
由
を
保

障
し
た
憲
法
の
精
神
に
反
す
る
も
の
で

あ
り
、
決
し
て
レ
な
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
壼
誓
完
て
。
雇
用

者
は
公
平
な
蔘
観
的
基
準
に
某
弓
き
、

採
用
選
考
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
y
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
相
当
へ

クリスマス
ファ ミリ ー

コンサ ート

心暖まる 歌や手あそびなど
で、子どもも大人も楽し いひ

とときを! 日時=12 月16日(

土) 、午後2 時 場所= 千住

区民ホール 対象= 幼児・小

学生ほかどなたでも 出演=

吉村温子氏( こどもの城音楽

事業部顧問・ソプラ ノ) 費用=

無料 定員=240 人 申・問

先= 千住児童館・老人館

3882- 2765

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

1
2月
3
1日
(
日
)～

1
月
4
日
(
木
)
は
お
休
み
で
す

1
2
月
3
1
日
亘
1
月
4
日
禾
)

ま
で
の
間
は
、
ご
み
収
集
を
郢
坏
み
し

ホ
y
。
そ
の
前
後
は
、
冊
日
ど
お
ひ
収

集
作
苳
酉
い
欒
y
。
ま
た
、
年
末
年

始
は
交
通
渋
濳
が
予
想
さ
れ
、
ご
み
も

多
釐
に
出
'
{だ
め
、
収
集
時
刻
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
n
乖
歹
の
で
、
当
日
の
朝
8

時
3
0分
ま
で
に
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

年
末
最
後
の
収
集
作
業
が
夥
わ
っ
た

集
積
所
に
は
、「
年
内
の
ご
み
収
集
は

終
わ
り
ま
し
た
」
の
シ
ー
ル
蠹
腎
ま

す
。
そ
の
後
は
年
始
の
収
集
日
ま
で
ご

み
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

年
明
け
の
収
集
開
始
E
は
特
に
ご
み

の
一
が
多
い
た
め
、
状
況
に
よ
っ
ア
ほ

翌
日
収
集
に
な
る
撮
r

あ
2

ヂ
。

ご
了
彖
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
1
月
7
日

亘

も
作
業
を
行
い
ま
す
。

次
の
祝
日
は
、
平
常
の
曜
ほ
ど
お
り

ご
み
の
収
集
を
行
い
廖
y
。

▽
w
嵒
日
王
)
天
皇
誕
生
日
」

▽
1
月
1
5日
(
月
)「
虞
人
の
日
」

問
先
卜
足
立
東
湾
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

◎ 12月 防災キャンペーンテーマ　 「暖房器具を正しく使おう」 《東京消防庁》
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職員の給与等を公開します
職員の給与等の実態を区民の嘗さんにご理解いただくため、次のとおり公碧し

ます。
廠員の給与は、地方公務員法により、 般営庭の生計費、国や他の地方公共団

体の職員の給与、民聞企業の従東員の給与、その他の事愉を考慮して定められる
ことになっています。
この趣旨に墓づいて、23区共同で設置している特別区人事委員会が、毎年、特

別区内の民間企巣従業員の給5 支賑を躙童し、これと職員給与を比較し、さらに
生計費や国、他の地方公共団体の給与なども考慮して、勧告を行っています。
職員の給与は、この勧告に基づき、区議会の審議を経て、「職員の給与に闢す

る粂例」で定められています。

普通会計の歳出 額に占める人件費率および職員給率の推移

職員手当の状況 (平成7年4 月1日現在)

* 退 職手 当の1 人 当 たり 平均 支 給額 は、 前 年度 に 退職し た 全 職種 に係 る 職員 に支 給さ れ た平 均額 で す

人件費の状況 ( 平 成6 年 度 普通 会 計決 算)

* 人 件費 とは 、一 般 饑員 に 支給 され る 略与 であ る 諷員 迴と 区 畏や 臘員 など 特9 濡 に 支慈 される 給科 ・報 價 一手 当
の ほ か共 済費( 社会 保険 料の 事業 主 負 担分) な ど の合 計 亳いい ま す* 着適 会計 と は、 地方自 冶体 相互 蜀の 比 較
を 可 鮟j - さ せる た め、 全田 同 一 基耄 で 集肝 した 銃きt上 の 会計 です

職員給与費の状況 ( 平成7 年 度 普通 会 計予 算)

* 略 与費 は、 当 褂予 算に 計上 さ れた 顎 です* 「 輿員 手当J のう ち 主な もの は 、扶 養 手当 、飼 整 手当 、通 勤手 当 、
往 き 手当 など で、 退 濔手 当は 鬯 まれ てい ま せん

職員の平均給料月額、平均 給与月額および平均年齢の状況 ( 平 成7 年4 月1 日 現在)

* 一般 巧S ● と は 、 一般 事務 、 土木 扠 蝪、 保田 布の 職 員で す。 技 能力 務 職と は、 自 動東 遷裁 、一 般 作東 、略 貪 調
理等( Z)職 員で す* 平魯 給料 月 観|ま、 本給 のみ の平 均 月額 で す。 平均 給5 月 額は 、 給科 に扶 養手 当 、圃・ 手 当 、
通勤 手当 など の 諸手 当をき ん だ 平均 月 観で す* 田 の 平均 給与 月 額は 、 公表 され てい ま せん

職員の初任給の状況 ( 平 成7 年4 月1 日 現在)

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 ( 平 成7 年4 月1 日 現在)

* 経魯 年 徽と は、 卒 欒餓 蓙 ちに 採用 さ れ弓|き銚 き 勤務し てい る 場 合は 、 鬣用 後の 年 餓をい い ま す

一般行政職の級別職員数の状況 ( 平 成7 年4 月1 日 現在)

*足 口区 の 給与 条 例に 墨つ< 給餌 景の 皿区 分 によ る 職員 蒙で す* ● 凖 的 な職 務内 容と 砿 、そ
れぞ れの 吸 に 鵬当 する 代表 的 な職 務で 覃

( 平成7 年4 月1 日 現在)

昇給期間短縮の状況

定数の状況
( 1)部 門 別 職 員 数 の 状 況 ( 各年4 月1 日 現 在)

( 2)平 成7 年 の 職員 数 の 増 減 状 況

特別職の報酬等の状況 ( 平 成7 年4 月1 日 現在)

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

千
住
本
庁
舎
・
給
与
係
へ

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

清
流
を
取
り
戻
す
た
め
に

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
な
わ
れ
ま
し
た

鮫
瀬
川
済
流
ル
不
ツ
サ
ン
ス
2
1地
域

協
蹶
会
忙
'
S

一
斉

清
掃
が
、
W
9

ほ

黝
わ
q
r

瓦

丿

笠

区
で

ほ
、

東
綟
獺
公
園
に
お
い
冫

晶

目
の
『
峻

獺
川
ク
リ
L

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
葛

飾
区
戸
共
催
で
莫
篤
。
や

凖

聊
人
の
l
l

ひ
F

レ
た
。

会
掃

政

、
礁
原

省
、
都
・
下

水
遭

局
、
東
京
商
工
会
議
所

定

立
・
葛

飾

支
啓

、
区

内
の

目
然
保
護
団
体
等
の

協
力
に
よ
り
、展
示
、ゲ

ー
ム
、工
作
、

金
鼎
す
く
い

等
の
コ
L

ナ
ー
が
慇

呂

れ
、
楽
し
ぐ
綬
瀬
川
が
茹

る
こ
こ
が
で
l
C

だ
。

今
回
は
、
区
内
仙
蔦
の

笋
加
印
琢
も

増
え
、
河
川
冷
化
へ
の
関
心
の
高
ま

り

が
愚
レ
R

蠡

と

汚

声

罵
2
g
l

回

も
決
ま
り
、
犹
豕
の
1
4
区
市
町
が
取
り

組
み
濫

芯

て
い
ま

す
o

」
g
虱
卓

く

き
れ
い
な
川
か
取
り
戻
す
た
め
に
。
こ

れ
ひ
ら
も
区
民
の
雪

兄

の

膃
か
い
ご

茎

豕

お

願
い
し
l
y

。

《
環
境
課
》

あだち公園物語
12 入谷中郷北公園
( 入谷2- 5- 1)

こ
こ
は
『
入
谷
中
郷
北
公
!

。
公

園
の
甲
心に
は
、
1
日
的
に
饗
忿
円

準
鵜
が
あ
り
、
ベ
ン
チ
に
蔘
9
と
菌

内
が

一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら

、
孑
奐
萱
5

疂

て
い
て

も
安
心
で

す
。

一
番
の
お

す
す
め
は
、
な
ん
と
い
っ

て
壑

馬
車
を
モ
チ
ー
フ
に
レ

た
カ
ラ
フ

ル
な
す
べ
り

台
。

陽
蓖
し
が
心
武
男

い
午
後
の
日
の
、

お
敵
歩
コ

ー
ス
に
い
か
が
で
T

か
。

東 武 バス　 竹ノ 塚駅 西 口～ 入谷 循環 「 中郷 」下 車　徒 歩2 分

学

童

保

育

室

8
年
度
4
月
入
室
児
童
募
集

申
込
対
象
=

働
い
て
い
た
り
、
長

期
の

祠
気
な

只
}
た
め
に
攪
県
終
了
吸
の
子

供
e

囲

耶
み

蔘

左

が
で
忝
な
い

保

護
者

入
室
対
象
=
4

月
か
6

小
学
L

年
L
1

年
缶
g

莎
亟

蠱

定
員
n

各

保
育
窒
和

人
(

だ
爬
レ
、
一
耶
定
員
の

異
な
ゑ

″
箟

戮

あ
n
汞

Σ

費
用

=
子
供
ひ
と
り
に
つ
貫

月
額
1

千
鰤
円

申
込
n

申
請
書
、
家
犀

状
況
票
、
勤
筋

証
明
書
黔
希
黛
莨

葆

育
笞
に
提
出
。

書
類
は
I

布
し

ま
す

※
在
篇
し
て
い

る
子

供

で

、
継
続
U
'
M
<
(
謇
f
希
笨
I

篤

合

も
同
じ
手
!

真

怎

餮
で

す

申
込
期

陶
U
1
日
ぢ
日
:
-
q
n
申
#
=
m

り
荻
営
'
問
先
よ
両
本
町
庁
舎
・

學
翕
莓
係

{
3
8
8
0
}
l

指
導
相
貌
係

一
3
8
8
0
)
l

◆ 学童 保 育室一 覧◆
千住あずま住区センター 千住東12- 21- 18 　3882- 1218
柳 原 柳原: 2- 49- 1 　3870- 5142
千住本町隹区センター 千住5- 6- 2**3870- 6221
千住河原町住区センター 千住河原町5j 2 　' 3870- 7229
千 住 児 査 館 千住元町134- 14*3882- 2765
江 南住 区セ ンタ ー 小台2- 45- 4 　3914- 342:ア
新 田住 区セ ンタ ー 新田12- 1- 13 　3912- 3421
江北コミユニティセンター 江北2- 8- 2 　3890- 6224
西新并本町住区センター 西新井本5J 2- 30- 37 　381} - 5555
扇 住 区 セ ン タ ー 扇1- 47- 38 　3896- 0688
興 本 住区セ ンタ ー 本木東町17- 10 　3889- 0388
本木関蹶隹区センター 関W1- 21- 11 　3849- 9ア35
中 鄙 兒 童 館 関原2- 10- 10 　3889- 4661
梛田 住区セ ン ター 櫓田16- 26- 1 　・3848- 3421
柵鳥 住区セ ン ター 柵鳥i 2- 14- 5 　3849- 6374
栗 島 隹区セ ン ター 中央本町[ 4- 5- 3- 101 　3848- 3471
中央本弯住区センター 中央本町3- 15- 1 　3852- 1434
青并 住区 セン ター 青并5- 11- 40- 101<*3852- 3750
弘遭 住区セ ン ター 弘道P- 16- 1- 101 　3840- 9354
五反野⊃ミュニティセンター 西瞶瀬2- 1- 13 　3886- 2643
綾蕭 住区 セン タ ーBM3- 17- 9 　36284as
東綾瀬住区センタ ー 東鑁瀬! 1- 28-ア4*5697- 3370
加平 住区 セン タ ー 加平1- 10- 6**3605- 8842

注1) 東和 住区 セン タ ー 柬和13- 12- 9 　3628- 6206
長門 住区 セン タ ー 中川2- 24- 2- 101 　3629- 8231
大 谷 田 中川4- 41- 27 　3620- 7586
大谷田 住区センタ ー 大谷田11- 1- 2- 101 　3629- 5460
大谷田谷中住区センター 大谷田14- 16- 6 　5697- 3390
佐S 隹区 セン タ ー 佐野2- 43- 5**3628- 3277

六 木住 区セン タ ー 六木3- 39- 5- 101 　3629- 1716
神 明住 区セン タ ー 神明南12- 6- 19 　5682- 9)叨
南花畑住区 センター 甫花畑13- 14- 7 　3859- 9868
保 塚住 区セ ンタ ーs 鑾町7- 16 　3858- 1876
平 野住 区セ ンタ ー 平野2- 2- 14<*3884- 7765
花保住 区セ ンタ ー 東保木間11- 25- 4- 101 　3884- 1229
花 畑 釶 一 花畑11- 29- 1 　3859- 6689
花 畑 東 花畑16- 4- 6 　3859- 6522

注2) 花 畑 花HB4- 21- 1 　3860- 5101
渕 江 第 一 保木筒13- 27- 1 　3859- 6690
西 保 木 囀 皃 童 館 西保木閥13- 14- 16- 101 　3884- 1114
渕江 隹区 センタ ー 西保木間11- 2- 1- 101 　3850- 3467
竹 の 塚 竹の塚2- 25- 17 　3850- 4243
六月 住区 センタ ー 六月2- 26- 3- 101 　3850- 3494
島根 住区 センタ ー 鳥*4- 19- 1- 101 　3850- 9966
島 根 鳥根3- 28- 11 　3884- 1470
東伊岡住区センター 柬g 岡11- 5- 22 　3899- 8531
栗原北住区センター ● ● 4- 19- 15 　3899- 8761
西新并住区センター 西斬#7- 19- 6 　3854- 1527
西伊興住区センター 西伊興1- 12- 12 　3896- 7362
伊岡 住区 セン ター 伊員6- 22- 13 　3855- 2707

注3) 押部皿泗谷在蒙住区センターBS8- 27- 15
鹿浜 住区 セン ター 鹿LS6- 8- 1 　3857- 6550
西 邵 児 童 館 鹿£2- 24- 2 　3897- 5016
加賀 住区 セン ター 加賀2- 31- 6- 101 　3857- 4639
入谷 生区 セン タ ー 舎人6- 12- 4- 101 　3855- 1050
吉人 住区 セン タ ー 舎人1- 3- 26 　3857- 0881
興 本 扇13- 22- 1 　3898- 9134

注1) 柬和隹区センタ→ 靈の申講は、東和佐区センターヘ
注2) 花畑李重保胄靈味9/ 1から、(仮欅) 花畑隹区センターに移靈の予定です
注3) 押覦n 罰谷在衣住区センタ の申驕は、纛浜第一学童保胄童( 谷在家2- 24- 1 　3899- 3108)ヘ
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

福

祉

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)・

難
病
患
者
福
祉
手
当
の定例

払
月
で
す

今
月
2
5
R
ご
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
&
月
～
1
1
a
分
)
を
振
ひ

込
み
李
y
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

辱
吁
て
ぐ
だ
さ
い
。
表
L
4
畧
ほ
表
2

に
罌
芋

夂
芳
で
、
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
手
管
筌
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
・
問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉

係

表1　 心身障害者福祉手当

表2　 難病患者福祉手当

「
(親
)医
療
証
」・「
(乳
)医
療
証
」で

都
外
の
医
療
機
関
の
診
察
を
受
け
た
方
へ

～
医
療
費
の
請
求
が
で
き
ま
す
～

暮
れ
か
ら
お
正
月
に
か
け
て
暑
一一
り

や
售
記
を
で
都
外
の
医
療
機
関
で
受

撃
呑

場
合
に
は
、
以
下
の
点
に
'
旌

意
ぐ
だ
さ
い
(
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
証
の

苳
忿

範
囲
は
東
京
都
内
だ
け
で
Σ

。

□
受
診
す
る
時

①
健
康
保
険
証
だ
g

薹
苜
に
糒
罘
し

て
ぐ
だ
さ
い

②
医
療
費
の
自
己
負
担

岔
筈
私
い
、
領
収
書
を
鷽
け
取
っ
て

く
だ
さ
い

碾
収
一
は
、
受
診
し
た
人

の
氏
名
、受
診
日
、保
険
点
数
、金
額
、

医
療
機
関
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
)

※
領
収
一
に
必
要
事
項
の
記
載

が
な
い
と
諤

』負
相
芬
の
一一貮
い
は
出

来
ま
せ
ん

□
医
療
費
の
請
求

①
医
療
証
②
保
険
証
@
墹
収
書

④
印
か
ん
⑤
申
請
者
名
義
(
受
診
者

刄
諮
2
笹
ん
)
の
預
隻
祺
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
※
『
蘭
医
東
証
‘

を
申
睛
I
芳
は
所
得
の
制
限
が
あ
り

嫐
歹
。
6
年
中
の
所
得
が
制
限
内
の
方

は
a
年
か
ら
'
蘭
医
東
証
』
奎
啄
つ
'
」

と
が
で
き
ま
す
。
申
甜
は
1
2
月
か
ら
で

孝
豕
y
問
先
基
在
栄
庁
舎
・
児
童

医
療
係

保
育
園
児
募
集

～
8
年
4
月
入
園
・
転
園
～

新
糂
入
園
希
望
の
お
子
さ
ん
や
住
所

の
異
駟
な
ど
に
呼
ひ
転
園
を
希
望
干
恚

方
の
申
堕
蓐
行
付
け
奪
y
。
受
付

期
間
八
皆
柘
ぼ
ま
で
(
申
請
s
は
各

福
祉
事
務
所
ま
政
筐
民
事
務
所
の
窓

口
?
胞
布
)
受
付
場
所
旦
に
所
地
を

管
轄
t
Q
福
祉
事
務
所

申
込
=
6
年

分
所
得
税
額
が
p
か
る
も
の

繖
泉
徴

収
票
又
は
確
定
里
朞
控
)
x
7

年

分
所
得
税
が
確
定
次
第
、
7
年
分
の
も

の
奮
笊
口
て
い
た
だ
富

手
/
7

年

度
固
定
資
産
税
を
証
明
す
る
書
類
(
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
み
)
/
印
か
ん
を

窓
口
に
持
参

※
一
部
の
指
定
園
で

は
、
産
休
叨
び
か
ら
I
歳
児
保
育
奮
行

っ
て
い
家
歹
(
く
わ
し
ぐ
は
1
1月
2
5
8

号
あ
だ
ち
広
報
参
照
)

問
先
H
各
福

祉
事
務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧表

教

育

就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

教
育
研
究
所
で
ば
、
来
年
t
月
に
小

学
校
へ
入
掌
恚
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
畏
笂
る
亟
き
ん
に
つ
い
て
の

就
学
相
談
奮
行
つ
て
い
家
y
。

教
育
の
場
鷽
Q

』に
求
め
た
6
ぶ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

否
¥
チ
。
日
時
日
毎
響
了
金
曜

日
(
侭
暃
啄
く
)
、
午
前
1
時
～
午
後

i
時

蚩
孚
ほ
電
話
で
お
申
し
込
み

ぐ
だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研

匙
町
就
学
相
談
相
当

(
a
5
9
)
9
5
Q
}
I
L

上
総
湊
健
康
学
園

8
年
度
入
園
児
童
募
集

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津

市
)
は
、
房
総
半
島
の
恵
ま
れ
た
自
然

の
中
に
あ
る
、
区
で
唯
一
の
全
寮
制
の

区
立
小
学
校
で
y
。
授
業
は
、
区
内
の

小
学
校
と
全
く
同
じ
内
容
を
行
い
ま

す
。
少
人
歓
制
で
佩
性
を
萼
璽
す
久
だ

め
、
児
羃
甌
莇
活
発
で
y
。
寮
で
は
、

保
母
が
親
代
わ
り
£
酋
、
温
か
い
家

庭
的
雰
囲
気
り
g
か
で
身
の
回
り
の
世

話
を
し
零
y
。
入
園
説
明
会
=
8
年

l
a
包
(
土
)
、
こ
y
茗
科
学
館
で
予

定

対
象
=
小
学
1
年
生
か
ら
a
年

生
で
昌

岸
活
に
適
応
で
き
、
次
に
該

当
灸
老
重・・
身
ん
恩
/
肥
満
/
偏
食
/

虚
弱

費
用
日
月
額
約
2
万
円
(
食

事
・
軟
耳
賢
)

※
家
庭
の
事
情
に
よ

ひ
減
額
・
免
除
の
制
度
あ
ひ

申
込
卜

現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
の
担
任
・
養

護
の
集
王

期
限
=
8
年
―
月
9
日

問
先
基
画
本
庁
舎
・
校
外
学
園
係

あ
っ
せ
ん
し
て
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
{
兄
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
Q
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

盜
i
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い

ネ
y
。
期
間
=
8
年
一
月
2
8
R
ま
で

※
申
込
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0日
間
か
か

2
チ
。
志
望
校
が
決
ま
り
次
第
、
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
す
で
に

入
学
磐
葬
納
入
済
み
の
場
合
は
融
資

で
空
再
一ん

対
象
H
私
立
の
高
校
・

高
等
専
門
学
校
吏
ほ

、
大
学
(
学
資

格
奩
碍
ら
れ
ゑ
苙
の
専
修
学
校
高
等

課
程
進
学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保

護
者
/
区
内
に
引
き
続
き
F
年
以
上
住

所
を
戸
推
民
税
奩
聆
靹
し
て
い
な
い

方
/
6
年
中
の
年
収
が
限
度
額
以
下
　

(
給
与
所
得
孝
・
・
支
払
給
旻
総
額
1
千

万
円
以
下
、
事
業
所
得
者
・
・
痲
町
得
金

額
等
8
0
0
万
円
以
下
)
※
前
記
条
件
に

あ
'
に
ほ
ま
る
場
合
で
も
、
取
口
扱
い
金

融
機
関
の
貸
付
基
翠
に
よ
り
融
資
を
受

け
β
れ
な
い
場
合
も
ゐ
Q
豕
す
融
資

金
額
=
1
0
万
円
～
習
ぷ
円
T
万
円
単

位
)

融
責
対
象
基

翁
糢

入
学
手
続

き
時
の
最
低
納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付

金
は
対
象
外
)
布
&
ぴ
制
服
代
・
教
科

書
代
(
1
0万
円
・
2
万
円
の
定
額
算

定
)

融
資
利
率
H
年
l
%

返
済
卜

融
鬻
脊
尋
ひ
た
日
の
髫
月
か
ら
1
年
以

内

元
金
均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金

融
機
関
H
足
立
信
用
金
庫
、
足
立
農
業

協
同
組
合
の
本
こ
ヱ
店
、
足
立
区
内
の

成
和
信
用
金
庫

保
証
H
金
融
機
関
所

定
の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す

(保
証
料
は
区
で
負
担
)

申
・
問
先

乏
住
本
庁
舎
・
燮
霆
振
興
係

教
員
資
格
を
お
持
ち
の
方
へ

資
格
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

対
象
卜
中
学
校
の
技
術
、
理
科
、
数
学

の
教
員
免
許
状
牙
持
つ
年
齢
6
0歳
く
ら

い
ま
で
の
方
(
8
年
1
月
取
得
予
定
者

も
貪
む
)

内
容
卜
動
務
時
間
は
6
相

談
(
日
曜
・
啻

磁
蔘
啄
ぐ
)

時
給
H
1

千
鶉
円
以
上

※
外
国
人
児
童

(
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
韓
国
な
ど
)

に
日
本
語
を
愍
汽
て
ぐ
だ
さ
る
方
も
募

集
し
て
い
ま
す
申
込
卜
履
歴
書
を
郵

凖
豕
た
は
窓
口
に
持
参
申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
指
導
蚕
事
務
係
〒
1
2
0

千
住
L
-
4
1
1
8

新
庁
舎
開
庁
ま
で
あ
と
5
カ
月

区
で
は
、
来
甼
沁
?
日
の
開
庁
に

向
け
て
、
新
庁
舎
の
建
設
工
事
や
移
転

の
準
備
作
業
盈

芯
て
い
家
歹
。

こ
う
し
た
中
、
今
回
、
足
立
区
忿
t

9

醴
を
定
め
る
条
例
が
、
区
議
会
で

議
決
さ
れ
、
公
布
さ
れ
寉
」‥だ

。
内
容

は
次
り
と
お
り
で
T

。

曾
笠
区
役
所
の
位
一
卜
足
立
区
中
夭

本
町
一
丁
目
1
7番
1
号

劭
同
条
例
の
施
行
期
日
日
平
威
8
甼
う

月
7
日

な
お
、
新
庁
合
に
関
し
て
は
、
随
時
、

お
知
ら
せ
し
て
い
齊
乖
y
。

問
先
日
庁
舎
建
設
課

(
3
8
8
2
)
I
L
L

㈹

非
常
勤
職
員
募
集
(
課
税
課
)

応
募
資
格
此
S
狷
一
年
4
月
2
日
～

4
1
年
t
月
t
日
ま
で
に
牛
汞
れ
た
方

で
、
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
が
あ
ひ

健
蹶
な
万
勤
務
内
容
H
軽
自
動
車

税
の
甲
告
鷽
町
・
端
末
入
力
事
務
/

臨
時
運
行
許
可
申
請
鷽
忖
・
許
可
事

務
一
用
期
間
卜
8
年
4
月
1
日
～

9
年
1
月
s
日
募
集
人
一
卜
若
干

名
勳
務
時
間
H
-
2
週
間
で
6
0
時
間
　

(
&
時
迴
了
豆
蹼
芬
)
給
与

卜
月
額
U
g

」千
円
(
社
保
・
税
金

蠢
滕
交
通
費
支
柏
申
込
卜
履

歴
S
(
市
販
様
式
・
自
筆
・
写
真
付

き
)
を
直
接
持
参
※
土
・
日
曜
を

除
く
午
前
&
時
3
0
分
～
午
後
5
時

(応
募
書
類
の
返
却
は
し
ま
廿
ん
)

期
限
裁
皆
励
日

選
考
方
法
=
i

類
選
考
・
筆
記
試
験
号
外
薗
接

申
・
問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
軽
自

動
車
税
係

(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集
(
作
業
療
法
士
)

蹇
W

作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を

お
持
ち
の
方

定
員
卜
F
人

勤
務

§
・
f
1
日
6
時
間
、
週
Å

日

勤
蒭

報
酬
卜
日
額
1
万
1
千
円

勤
務
場
所
・
申
・
問
先
卜
東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0
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国

保
・

年

金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
保
険
料

□
国
民
健
康
保
険

国
民
倔
蹶
保
険
料
の
納
期
限
砿
碌
月

末
耳
奎

。
1

な
い
で
S
K
M
J
'
税
翁
屁
舁

尚
じ
よ

う
に
財
栗
遍
押
処
分
零
尋
a
杳

左

も
あ
2

ヂ

。
災
害
や
病
気
・
倒
彦
な

ど
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

遅
れ
て
い
る
方
は
、
納
付
方
法
に
つ
い

て
ご
相
鮫
く
だ
さ
い
。

□
国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
は
、
郤
月
末
ぼ
が

納
期
限
で
f
y
。
保
険
料
の
納
恰
紅
が

あ
9
孚
と
将
釆
、
年
会
鈑
額
さ
れ

た
り
、
え
K
れ
尽
ぐ
な
る
場
合
が
あ

ひ
豕
y
。
な
お
、
保
険
料
の
納
付
に
は
、

怛
憲
れ
{
yな
い
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先

基
匳
廈
頑
保
険
に
つ
い
て
…
濳
納
整

理
第
一
・
二
係

(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

国
禺
年
金
に
つ
い
て
…
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

―
い
ず
れ
も
中
央
本
町
庁
舎
で
す
―

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
麦
4
り
ご
お
り

内
容
H
国

民
年
金
の
し
く
み
や
手
続
耆
、
保
険
料

の
支
払
方
法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相

談
は
、
産
業
振
興
霖
で
行
い
求
y
問

先
上
f
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
推

進
係
　
(
3
8
e
o
)
5
0
6
1

表4　 ねんき ん出張相談日程医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
、
実
際
に
か
か
っ
な
濤
竇
を
お
知

ら
せ
し
、
健
墾
¥
(
切
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費
通
知
奮
符

し
て
い
拿
y
。
今
回
は
、
9
月
に
診
療

を
鷽
口
だ
方
に
、
そ
の
月
の
医
療
費
の

令
顧
(
1
0
罰
分
)
を
U
月
下
旬
に
お
知

ら
せ
し
斈
二
鮴
蕕
賚
が
1
千
円
以

下
の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が

遅
れ
た
場
合
に
っ
い
て
は
、
お
送
卩
じ

て
い
ま
せ
ん
)
。こ
の
通
知
は
、
お
知

ら
せ
で
す
の
刄

特
に
手
慥
ほ
不
要

で
す
。

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

6
0歳
説
明
会

日
時
裁
贇
狛
旦
火
)
・
2
0旦
水
)
、

午
前
1
0時
と
午
後
1
時
の
I
回
(
辱
吁

付
け
は
、
開
始
3
0分
前
か
ら
)

場
所
H

中
央
本
町
庁
舎
3
0
2・3
0
3会議
室

対

象
=
昭
和
1
1年
1
月
2
日
～
2
月
1
日

生
ま
れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
途
通

知
)

内
容
N
国
民
年
金
制
度
の
し
く

脅

壼

罕
1

相
談
(
受
付
瞶
)

聞
先
=
f
r央
本
町

庁
舎
・
国
民
年
鎔
混
用
佩

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

国
民
健
康
保
険

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

赤
ち
ゃ
ん
か
氈
一
華

寄
り
ま
で

、
区

内
に
住
ん
で

い
る
方
(
外

国
人
を

含

む
)

は

、
万
一
の
男
気
や
ケ
ガ
に
備
え

て

、
泓
?

公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
n
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
僵

康
保
険
な
ど
(

社
会
保
険
等
)
に
加
入

し
て
い
な
い
方
は
、
国
僑

震

保
険
へ

の
加
入
が
必
要
で

す
(
た
だ
し
、
仭
匹

保
護
受
給
の
方
は
除
く
)
。

□
萋
驟
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

僉
歌
ど
奮
E
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
の
万
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
手
続
き
が
必
要
で
y
。
届
け
出
が
遅

れ
た
場
合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
a
の

翩
苜
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
n
乖
y

が

、
医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原

則
仁
y

さ

か
の
ぽ
ひ
ま
せ
ん
の
で

、

早
め
に
手
靨

荅

し
て
ぐ
だ
さ
い

。
M
=

職
場
の
健
康
保
陳
を
や
め
た
証

明
書
(

資
格
喪
失
証
明
一

、
離
職
票
、

退
職
証
明
書
な
ど
、
や
め
た
月
匯
が
確

認
で
き
る

も
の
)
、届
出
T
(
の
印
か
ん

、

届
出
人
の
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
る

も
の
邇
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付
き

9
`
の
。
た
だ
し
、
お
持
ち
で
な
い
方

や
代
珊
人
の
場
合
は
不
菩
/

家
族
が

す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
は
、
S
民
健
康
保
険
証
/
7
0筬

未
満
の
方
で
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金

国
氏
年
金
奮
隊
く
)
の
受
給
者
は
。
年

金
証
I
ま
{
ほ
年
金
裁
定
通
知
I
を
窓

口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
琿
天
(
本

人
芻
4

咼
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の

場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
な

い
と
膏
ほ
、
1
2

ヂ

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

S
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
会
分
な
ど
に
就
鞦
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。
会
拡
屁
ζ
か
魚
置
齏
簾
保
険
課

に
は
何
も
連
絡
が
な
い
た
め
。
手
続
き

を
レ
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
求
豕
ぶ
な
っ
て
し
ま
い
求
y
。
必
ず

や
め
泰
手
瑩
筌
し
て
く
だ
さ
い
(
勤

務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険

証
、
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持

参
)
。
※
い
ず
れ
も
、
套
更
後
1
4
E以

内
に
手
替
筌
し
て
く
だ
さ
い

申
先
日
各
区
民
亊
務
所
枩

ほ
国
民
健

牘
保
胞
課

問
先
乱
筴
本
町
庁
舎
・

国
民
健
瞿

翳

資
格
賦
課
係

(
a
8
0
)
5
1
n
『
¥
1

生

活
環

境

新
た
な
鉄
道
(
メ
ト
ロ
セ
ブ
ン
)
の

導
入
を
め
ざ
し
て

足
立
区
内
の
交
通
網
は
、
日
暮
里
・

舎
人
線
や
常
磐
新
線
な
ど
に
よ
り
、
都

心
部
へ
の
放
射
方
向
(
南
北
)
の
交
通

螫
儒
計
画
が
着
々
と
進
ん
で
い
李
y
。

k
じ
、
環
状
方
向
(
東
酉
に
は
鉄

道
が
な
い
た
め
区
内
の
東
西
の
移
動
に

は
。
大
変
不
!
冥
忝
し
て
い
象
y
。

環
状
方
向
の
鉄
道
の
導
入
は
、
交
通

不
鼕
登
屏
胯
す
i
l
″
で
は
な
ぐ
、
将

来
の
交
瀑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
勇
一
と
"

2
ヂ
。
ま
た
、
地
域
の
ま
石
づ
く
り

推
返
や
均
衡
あ
る
昌
簾
に
大
き
1
賈
献

言
{
も
の
で
y
。

現
在
、
足
立
、
葛
飾
、
江
戸
川
の
飄

命
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
細
万

で
い
る
「
環
七
直
埋
鉄
道
ヌ
ト
ロ
セ

ブ
ン
」
促
進
協
議
芦
は
、
新
た
な
鉄

遭
の
誘
致
壥
動
を
晨
開
し
て
い
ホ
y
。

今
後
は
、
皆
さ
ん
の
気
運
の
高
ま
り

が
必
要
で
y
。
そ
'
」
で
、
1
2
月
の
L
力

月
間
、
P
R
活
動
を
冥
施
し
て
い
李
y
。

共
に
運
励
の
軸
を
孤
げ
て
い
く
た
め
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
煢
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
先
卜
千
住
本
庁

舎
・
交
通
計
画
課

高
齢
者
向
け
住
宅
の

管
理
人
募
集

来
年―
月
、
鄙
と
区
と
の
共
同
事
業
　

(
シ
ル
バ
ー
(
它
ソ
ン
グ
)
と
し
て
、

都
営
西
綾
瀬
―
丁
皀
第
2
団
地
に
高
齢

者
向
け
住
宅
が
開
設
さ
れ
李
歹
。区
で

は
、こ
の
庄
宅
に
住
み
込
み
で
高
齢
者

の
「良
き
隣
き
と
し
て
仕
事
を
し
て

い
た
だ
け
る
管
理
人
(
牛
啀
援
助
一
-

を
募
集
し
豕
y
。勤
務
内
容
=
入
居

者
の
安
否
の
確
戳
?
9
緊
急
時
の
対

応
/
生
活
相
袈
夸
癶
倆
繋
脛
ン
関

係
機
関
へ
の
連
緕
な
ど
対
象
日
次
の

条
件
夸
y
べ
て
聊
尽
T
方
:
本
人
が
区

内
在
庄
で
回

齧
誓
が
い
る
/
現
在
住

宅
に
困
っ
て
い
る
(
た
だ
し
、
公
共
質

貸
住
宅
居
住
者
は
不
可
)
/
常
時
在
宅

し
、
豐
埋
人
(
中
居
援
助
員
)
と
し
て

の
活
動
が
で
鳶
る
/
5
5歳
以
下
で
健
康
/

世
帯
の
収
入
が
、
甃
居
宅
一
種
収

入
基
準
9

嗷
程
度
に
位
置
す
る

募

集
人
数
H
I
人
(
冫
世
帯
)

場
所
H

西
綾
瀬
1
1
2
(
3
D
K
)

入
居
年

月
日
卜
8
年
1
月
(
予
邑

謝
礼
日

月
額
ヱ
召
羊
円

住
宅
便
用
料
U
都

の
基
準
に
よ
り
決
定

申
込
H
履
歴一
1

通
と
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参

募
集

期
間
H
W

砧
苜
～
包

申
・
問
先

卜
千
住
本
庁
舎
・
高
卷
原
毛
係

高
齢
者
向
け
住
宅
新
築
都
営

(シ
ル
バ
ー
ピ
ア
地
元
割
当
)入

居
者
募
集

対
一
卜
6
5
歳
以
上
の
単
身
ま
&
?
入

世
帯
の
方

募
基
尸
数
=
単
S
-
2
1尸
/

―
人
世
帯
…
4
戸

募
集
お
よ
び
申

込
用
紙
配
付
期
間
卜
1
2月
2
0日
～
2
7日

(土
・
日
曜
旦

滌
ぐ
)

申
込
用
紙

配
付
場
所
卜
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
住

宅
係
、
婁
りづ
く
り
公
社
、
各
区
民
事

務
所

※
申
込
資
格
な
ど
く
わ
し
く

は
、「
申
込
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者

住
諏

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
i

の
地
荼

汞

洗
化
が
可
能
に
な
n

犇
1
‥だ

。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は

、3

年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て

ぐ
だ
さ
い

。

問
先
卜
下

ボ
遭
局
小

菅
4
窒

言
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
茆
化
工
事
の
融
資
あ
つ
廿
刄
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
卜
中
央

本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

区内 の 公園( 上: 東 綾瀬 公 園、 下: し ょ うぶ 沼 公 園)

表5　 水洗化可能地域

政
治
家
等
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

塾
豪
等
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
て
寄
附
夸
f
t
こ
と
は
。い

か
な
る
名
義
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。寄
附
は
金
銭
に
限
ら
ず
。お
歳
暮

な
ど
を
嫐
る
y
に
ど
や
、忘
年
会
で
酒

や
食
べ
物
奪
棠
簍
つ
y
」と
盾
匕

で
き
ま
せ
ん
。有
権
者
が
こ
れ
愆
t

求
め
る
y
に
ξ
簒
正
さ
れ
て
お
り
、

堅
擢
等
に
強
要
t
9
と
処
罰
套
‥

求
歹
。
ま
た
、政
治
家
等
は
、年
賀
状

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や
そ
れ

に
堅
気
も
の
を
含
む
)
を
出
畜

」

と
も
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
忿

冐
罍
正
さ
れ
て
い
串
歹
。

「贈
ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取

ら
な
い
」が
、明
る
く
き
れ
い
な
選

挙
に
つ
な
が
り
李
y
。皆
麝
心
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ホ
y
。

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
選
鴬
會
理
委

員
会
事
務
局

戸
籍
交
付
手
数
料
の
改
定

8
年
L

月
1
日
か
ら
、
戸
籍
交
付

雲

斡

が
次
Q
i

が
辰

定
さ
れ
ま

す

。

改
定
額
韭
尸
籍
の
謄
本
・
抄

本
:

櫚
円
/

除
籍
の
騰
本
・
抄
本
・・・

聊
円
/

戸
籍
配
載
事
項
証
明
…
聊
円
/

除
籍
記
載
事
項
証
明
・
:
a
円
/

届
S

の
受
理
甌
i

…
濶
円
/

令
i

号

た
だ
し
S
き
の
証
明
書
(
上
質
紙
に

よ
る
証
明
轡

・・・千
4
0
0円/
届
S
の

閲
覧
…
濶
円

※
い
ず
v
T

通
(
1

件
)
あ
た
り
の
料
龠

手

問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
戸
籍
課
　
(
3
8
8
0
)
5
0
5
7
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平
成
7
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
3人
が
受
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、
区
関
係
罵

人
の
方
が
晴
れ
て

受
童
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
区
で
叺
皆
T

日
に

叙
勲
・
褒
章
の
受
章
者
岑
招
き
、
永
年
{

彩

な
芻
簽
へ
の
功
労
に
対
し
感
謝

し
、
祝
福
し
叭
し
た
。

今
回
の
受
章
者
は
次
の
万
々
で
歹
。

・
叙
勳一
受
章
者
(

敬
称
略
)

▽
卜
野
溥
(
7
0繻
丁

癜
三
等
瑞
宝
章

▽
丸
川
武
志
(
7
0歳
了
・
癜
三
等
瑞
宝

章

マ
限
部
毅
一
郎
(
7
4
g
・・・勲
四

等
旭
日
小
綬
章

▽
聞
富
厖
(
7
0
筬
)

・・・
勲
四
等
瑞
宝
單

マ
森
田
章
三
(
7
9

歳
)

…
勲
五
等
瑞
宝
章

▽
大
原
正
雄

芻

綉

・・・
恚
(

等
単
-
f鵤

日
章

▽

阿
部
敦
(
6
0
綉

・・・
I
(

等
瑞
宝
章

▽
関
森
勝
9

歳
)
…
I
(

等
聊
宝
章

▽
野
村
不
二
夫
(
6
1
歳
)
・・・
I
(

等
瑞

宝
章

▽
馬
場
金
造
(
7
1
歳
丁

・
I
(

等
瑞
宝
章

マ
臼
倉
通
男

勁

綉

…

勲
七
等
青
伍
稠

葉
章

一

褒
東
受
章
者
(

敬
称
略
)

▽
島
田
酣
(
6
4
歳
)
…
藍
綬
褒
章

▽

林
庄
一
(
5
7
歳
)
ヨ
-
駸

褒
章

(
総
務
課
〉

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

こ
こ
ろ
の
病
を
持
つ
人
と
共
に

釿
U
い
風
を
違
ぶ
人
、
そ
れ
が
精
神

保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
講
義
や
体

験
実
習
夲
遏
し
て
、
あ
g
た
に
で
瀲
る
y

整戸
蔘
み
つ
け
て
み
ま
廿
刄
か
。

日

程
等
日
左
表

対
象
=
精
神
保
健
に
関

心
が
あ
ひ
、
実
際
に
活
動
で
跚
る
万

定
S
H
3
0人
(
抽
選
)

※
最
終
回
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す

費
用
卜
無
料

共
催
日
社
会
福

祉
協
議
会

申
込
H
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名

ラ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番

号
、『
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

参
加
希
芦

点
明
記

期
限
H
I
月
1
9

日
必
着

申
・
問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・

保
健
予
防
係

〒
1
2
0千住
L
1
4
1
1
8
　
(
3
8
8
2
)
I
I
L

㈹

情 報 コ ー ナ ー
皆さ んの声を区政へ生かす広聴ハガキをご利用ください

広聴ハガキは、千佳本庁蠢・中央本11庁會の受付、区民事務所などの区施設の

囂囗にあります。 筒先= 千佳本庁會・広軅相談係　sI - ml ㈹

女性総合センターの催し
□ 講座「フェミニズムの視点で見
る法・社会制度 」
現在の法や社会制度は、世帯単位

が前提とな っており。個人が自立
し、多 様な生き方を選択でき るよ

うには整備されていません。これ
からの男 女平等社会実現に向けて
の道筋を、一緒に考えてみません

か。 日 程等= 下表 対象= 区内
在住・在動・在学の男女 定員=40
人( 抽選) 費用= 無料 申込=
往復ハガ キに住所、氏名、年齢、

電 話番号、希望 理由、「講座 名」
を明記 ※ 2 歳 から学齢前のお子
さ んの保育を希望 する方は子供の
名前、生年月 日もお書きください

(保育定員 は12人。 定員を越える
場合は抽選。1 月10 日に保育オリ
エンテーション があり ます) 期

限=12 月25日必着

※ 時 間はいずれも午後6 時45 分～8 時45 分

□ 女性 学講座～もっと 輝いて、あ

な た～
だれかにとっての良い妻、良い

母、良 い嫁。そして良 い女を演じ
な がら、「女 って、損」と思 った
ことはあり ませんか。 そんなモヤ
モヤ感の正体を真っ向 から探る講

座です。 日程等= 下表 対象=
区内在住 ・在動・在学の女性 定
員=30 人( 抽選) 費用= 無料
申込= 往復ハガキに住所、氏名( フ
リガ ナ) 、年齢、電話 番号、希望

理 由、「講 座名」を 明 記 ※ 2 歳
から学齢前のお子さんの保育を希
望する方は、子供の名前、生年月
日もお書きください( 保育定員は12
人。定員を超える場合は抽選。1

月11日に保育オリエンテーショ
ンがあります) 期限=12 月25日

必着
――いずれも――
場・申・問先= 女性総合センタ ー
〒123 梅田7- 33- 1
3880- 5222

※ 2/ 16 の み 金 曜 日 、 ほ か は いず れ も 木 曜 日 。 時 間 は
い
ず れ も 午 前10 時 ～ 正 午

青年センターの催し
□ エ イズ療 養のための 食事づくり
講習会
ボラ ンテ ィア団 体の 協力 を得

て、講演と調理実 習を行います。

日時=12月17日( 日) 、午前1( l 玲～
午 後1 時 対 象= 青 年 男 女10人(
先着順) 費用= 無料 場・申・
問 先= 青年センタ ー
3890 ―0061

□ エイズと性の一日テレホン相談

開設
日ごろエ イズについ て考えてい

るこ と、素朴な質問をお寄せくだ

さい。開設日時=12月17日( 日) 、

午前1C詩～午後1時
専用● 話　5691- 2921
FAX5691 ―2922
問先= 青年センタ ー
3890- 0061

足立保健所　3855- 4151

冬花展示会
日時=12月19日( 火) 、午後1時～

5時/12月20日( 水) ・21日( 木) 、
午前9時～午後5時場所=中央
本町庁舎1 階ロビー 内 容= 区内
の花き農家が促成栽培し た晩秋か
ら初冬に咲くフリージア、ユリ、
葉ボタン等の花を展示 ※ 12月19
日(火) には、午後1 時から先着100
人に切り花を配布します 問先=

中央本町庁舎・鏖岸係
3880- 5118

郷 土 博 物 館

冬期区民教養講座
日時=12 月17日( 日) 、午後1 時受
付、1 時30 分開 講 場所= 生涯学
習館 内容= 青 山士と荒川放水路
(建設 省建設技官 志村紀男氏) /
垳川 と花畑川の盛衰C 足立虱十
へんさん

記編纂委員 安藤義雄氏) 費用=
無料( 先着80人に資料配布)

申込= 当日直接会場へ
問先= 郷土博物館　3620 ―9393

成人の日の集い
新たに成人 としての門出を迎え

る皆さんを 祝う「成人の日の集い」-
を閧催し ます。 対象の方には案内
状をお送りし ますので、当 日は案
内 状をご 持参の 上ご 参加く ださ
い。なお 、服装 は平服でお願いし

ます。 日 時=8 年1 月15日( 月) 、
午後1 時30分開会( 受付は1 時間
前から) 場所= 東京武道館( 綾
瀬駅下車徒歩5 分) 対象= 昭和

50年4月2日～昭宸61年4月1日
生まれの方 ※ 会場および付近に
は畦車場がありません。自動車で
の来場はお断 りし ます 問先= 千

住本庁舎・青少年課調整係
3882- 1111( 代)

東
京
武道
館

東京足立
少年少女合唱団

第
2
4回
クリスマス
チャリティーコンサート

今回はゲストに 「バンプ ー・エ
コ ー」の皆さんを迎え、クリ スマ
ス ムード たっぷりの歌をお 届けし

ます。ご家 族そろ ってぜひご艦賞
ください。 日時=12 月23日( 祝) 、
午後6BS3Q 分開演 場所= ギ ャラ
クシティ・西新井文化ホール( 入
場無料) ※ 満員の際は入場をお

断りする場合があり ます。ご了承
ください 曲目= サンタが町にや
ってくる、星に願いを、赤鼻のト
ナカ イほか 問先= 事務局・薬師
神　3852 ―32320夜間)
千住本庁舍・文化振 興係
3882- 1111( 代)

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています K. T. C. 240, 000


